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加入の方法 

ハウス本体 

※ハウス本体（被覆物除く）には「撤去費用」を、またハ 

 ウス本体（被覆物除く）及び附帯施設には「復旧費用」  

 を追加することができます。 

★ハウス本体等の共済価額（再建築価額）の補償割合（最高８割）まで補償します。 

共済金額 ＝（ハウス本体・附帯施設の価額＋施設内農作物の価額 

     ＋撤去費用の価額＋復旧費用の価額）× 加入割合（最高8割） 

○ハウス本体の価額は、構造及び設置経過年数、被覆材の種類及び経過年数等により算出します。(時価額) 

○附帯施設の価額は、再取得価額及び設置経過年数により算出します。(時価額) 

○施設内農作物の価額は、葉菜類、果菜類、花卉類ごとの平均的な生産費を基礎に算出します。 

○撤去費用の価額は、ハウス本体の設置面積に単価を乗じて算出します。 

 （ガラス室1200円/㎡、プラスチックハウス880円/㎡、木竹・パイプハウス290円/㎡） 

○復旧費用の価額は、ハウス本体及び附帯施設の再取得価額に復旧調整率【100%－時価現有率】 

 を乗じて算出します。（※耐用年数を超えた場合は【７５％－時価現有率】となります） 

加入の対象と方法

加入できるもの 

●ハウス本体（被覆物を含む） 

  ガラス室・プラスチックハウス等 

●附帯施設 
  附帯施設一覧をご覧ください 

●施設内農作物 
  ナス、ピーマン、キュウリ、トマト、 

  メロン、ミョウガ、ユリ等（約45作物） 

ハウス本体 ２ 

１ 

＋ 附帯施設 

ハウス本体 ３ ＋ 施設内農作物 

ハウス本体 ４ ＋ 施設内農作物 ＋ 附帯施設 

加入上の注意 

※ 加入に際しては、所有または管理する全ての施設を一括して申し込んでいただきます。また、附帯  

 施設、施設内農作物、撤去費用、復旧費用に加入する場合も同様です（ただし、他の保険等に加入し 

 ている棟で、希望される場合は、加入の対象から除外することができます）。 

※ 施設内農作物を申し込む場合は、病虫害の事故を対象としない「病虫害事故除外方式」も選択で 

 きます（病害が対象となる「一般方式」に比べ、掛金が安くなります）。 

補償（共済金額）は 

●撤去費用（ハウス本体） 
  被覆物を除く本体の解体・廃材の搬出及び 

  処分に要する費用 

●復旧費用（ハウス本体・附帯） 
  被覆物を除く本体及び附帯施設の復旧 

  に要する費用 

価 

額 

と 

は 



★掛金の半分は国が負担しています。（共済金額1億6千万円まで） 

 ※「10a当たりの補償額と農家負担掛金の目安」を参考にしてください。 

   ただし、復旧費用部分は全額が農家負担となります。 

 共済掛金 ＝ 補償額×掛金率(被覆・未被覆別) 

      ×加入期間(加入月数/被覆・未被覆別) 

※掛金率は、個人ごと・施設区分ごとに、ハウス本体（附帯施設）、施設内農作物、 

 撤去費用、復旧費用の別に定められています。 

※共済金の支払状況により個人の掛金率が毎年見直されます。被害がなければ掛金が 

 安くなります。 

ご負担いただく掛金は 

補償期間は 

★掛金をいただいた後の責任開始日から１年間 
  ●責任開始日：毎月の５日、１５日、２５日 

ただし、施設の設置期間が1年未満又は始期・終期を統一する場合は短期の

加入が可能です。 

※共済責任期間中の被覆期間が周年でない場合は、加入申し込み時に被覆期間の計画 

 を申告していただきます。被覆期間と未被覆期間では掛金率が異なります。 

※被覆期間に変更がある場合は、異動通知をしていただき掛金の調整をさせていただ 

 きます。 

補償内容の変更が可能 

★共済責任期間の途中でも、増改築等により資産価値に変動があり、変動  

 後の価額に基づく補償を受けたい旨の申し出があった場合には、補償額 

 の変更が可能です。（掛金を調整します） 

見直し例 
   ★施設の面積を増やした・減らした 

  ★附帯施設を追加した 

  ★被覆材を新しく張り替えた 等 

新制度 



 附帯施設にご加入される場合は、全ての棟、全ての附帯施設が対象となります。選択加入は 

できませんので、申込時に全ての附帯施設を申し出てください。 

附帯種類 附帯施設詳細 

温風暖房機 

温湿度調節装置 

温水暖房機 

蒸気ボイラー 

冷房機 

二重受材（パイプ等一式） 

カーテン装置 

循環扇 

ヒートポンプ 

ペレット加温機 

三重被覆材 

潅水施設  

排水施設 止水シート 

換気施設  

換気扇 

開閉装置 

吸排気シャッター 

くるくる 

自動開閉装置（天窓・谷） 

巻上直管等 

炭酸ガス発生装置  

照明施設  

遮光施設  

自動制御施設  

換気 

温湿度 

暖房 

潅水 

複合制御 

雨量 

養液 

附帯種類 附帯施設詳細 

発電施設  
発電施設 

電気設備 

病害虫等防除施設  

動力噴霧機 

防虫ネット 

細霧機 

防蛾灯 

無人防除システム 

防風ネット 

防鳥施設 

肥料調整散布施設  

養液栽培施設  

ベット部材 

培土資材 

養液管理資材 

給液（潅水）資材 

廃液資材 

培地加温部材 

防草シート 

運搬施設  

栽培棚  

支持物 誘引 

附帯施設一覧 



支払対象となる災害（共済事故）は 

★1棟ごとの損害が下記３パターンの小損害不填補額のうち、加入時に選択していただいた額

を超える場合にお支払いします。 

  ①3万円又は共済価額の５％ 

  ②10万円             

  ③20万円 

算出例（収穫期の場合） 

※作物の病害による被害は、上記の計算に病害分割がかかります。 

（引受対象作物と対象病害参照） 

支払共済金 ＝ 損害額 × 付保割合（引受時に選択した補償割合です） 

損害額の計算は？ 
○本体の損害額 ＝ 本体の価額 × 本体損害割合 

○被覆材の損害額 ＝ 被覆の価額 × 被覆損害割合 × 自然消耗割合 

○附帯施設の損害額 ＝ 修繕費 × 時価現有率  

○撤去費用の損害額 ＝ 撤去費用の価額 × 本体のみの損害割合 
 ただし、実際に要した費用が限度となります。また、本体の撤去に要し 

 た金額が100万円を超えるとき又は本体のみの損害割合が50％以上 

 （ガラス室は35％）になったときにお支払いします。 

○復旧費用の損害額 ＝ 復旧費用の価額 × 本体又は附帯施設の損害割合 

 ただし、実際に要した費用で時価額を上回る部分が限度となります。 

○施設内農作物の損害額 ＝ 施設内農作物の価額 × 損害割合 
 損害割合は、活着期・生育期・収穫期で算出が異なります。 

共済金の支払いは 

無事戻し金は 

 過去3年間に共済金の支払いがない場合、また過去3年間に共済金の支払いや過去2年間に無事

戻し金の支払いを受けていても、その合計額が農家負担掛金(3年間の合計額)の2分の1に満たな

い場合、その差し引いた額を限度とし、総代会の議決を経てお支払いします。 

 なお、農業災害補償法の改正により、無事戻し金制度は平成33年度を最後に廃止されます。 

掛金が割引きされます。 

損害割合＝（100％－100％× 
既収穫日数 

）× 
被害本数 

×作付割合 
標準収穫日数 総本数 

台風・水害 突風・竜巻 雪害・ひょう害 火災・爆発 

地震や落雷等の気象上の原因 車両の衝突や航空機の墜落 鳥獣害 内作の指定病害 

 台風や雪害等の様々な自然災害（地震・落雷等も含む）に加え、火災や鳥獣害の他、航空

機の墜落や物体の落下等も補償の対象となっています。 



ご注意いただきたいこと 

 
被覆経過割合 

○ビニール等には被覆年数に応じて被覆経過割

合が適用されます。 

被覆経過割合 

経過年数   一般軟質 

フィルム 

耐久性軟質フィルム 

タイキュート

007以外 

タイキュート

007 

1年未満 100% 100% 100% 

1年以上2年未満 50% 71% 88% 

2年以上3年未満 

25% 

50% 76% 

3年以上4年未満 35% 66% 

4年以上5年未満 

25%  

58% 

5年以上6年未満 50% 

6年以上7年未満 44% 

7年以上8年未満 38% 

8年以上9年未満 33% 

9年以上10年未満 29% 

10年以上 25% 

一般軟質フィルム 

  農ビ(耐久性農ビ除く）、農ポリ、農サクビ及び農PO（耐久性のものであって、かつ厚さ0.13㎜以上である   

 ものを除く） 

耐久性軟質フィルム 

  耐久性農ビ、耐久性農PO(厚さ0.13㎜以上のほか軟質フィルムのうち一般軟質フィルム以外のもの） 

自然消耗割合 

○ビニール等は責任を開始してから月を経 

過するごとに消耗割合が適用されます。 

自然消耗割合 

経過月     一般軟質 

フィルム 

耐久性軟質

フィルム 

責任開始から3か月間 0% 
0% 

4か月から6か月まで 12% 

7か月から9か月まで 25% 
14% 

10か月から12か月まで 37% 

撤去費用・復旧費用補償 

○撤去費用の対象は特定園芸施設本体、復旧費用の対象は特定園芸施設本体及び附帯施設です。被覆  

 材は撤去費用・復旧費用とも対象になりません。 

○撤去費用及び復旧費用にかかる作業労務費は、領収書等で明らかとなる費用が対象となり、ご本人 

 による作業労務費は対象となりませんのでご注意ください。 

○撤去費用及び復旧費用が対象となる方は、その撤去または復旧したときは、遅滞なくその旨を支所 

 までご通知ください。原則、共済事故の発生した日から1年以内にそれぞれの費用にかかる領収書等 

 を添えて提出していただきます。ただし、以下のいずれかに該当する場合であって、この通知を1年 

 以内にすることができないときには、1年が経過する前に組合の承認を受けて、3年に限り、その期 

 間を延長することができます。 

 （ア）当該共済事故に際し災害救助法（昭和22年法律第118号）が適用された市町村の区域内にお 

    いて撤去もしくは復旧が行われる場合 

 （イ）施工業者もしくは復旧資材の不足その他組合員等の責めに帰することができない事由により   

    撤去もしくは復旧が滞った場合 

※被覆経過割合、自然消耗割合について、 

 詳しくはお近くの支所までお問い合わせ 

 ください。 

※被覆経過割合は下記のビニール等のほかに 

 硬質フィルム、合成樹脂板等にも適用されます。 

※自然消耗割合は下記のビニール等のほかに 

 一般硬質フィルム等にも適用されます。 



★損害評価の時には、損害箇所の確認をお願いします。 

   ○損害箇所の照合を職員が損害評価野帳により行いますので、確認のご協力をお願いします。 

 ○ご本人が不在時の損害評価につきましては、損害評価終了の連絡をいたします。その時または 

  後日に損害箇所の照合をいたしますので確認のご協力をお願いします。 

 ○損害評価では、被害棟を1棟ごとに確認しています。そのため、台風等の大災害時には、損害 

  評価のための訪問が遅れる場合があります。 

★組合の損害評価までに緊急に修理する必要がある場合には、その旨を支所にご連絡 

 ください。 

 ○可能であれば被害箇所の写真撮影と提供をお願いします。緊急修理を行った場合、被害を受け 

  たパイプやビニールなどは捨てずに保管してください。組合の損害評価時に保管したパイプや 

  ビニールを写真撮影させていただきます。 

 ○施設本体や農作物の撤去は、必ず組合の損害評価後に行ってください。 

重要事項説明書 
■加入資格者 

 園芸施設共済への加入資格を有する者は農業共済組合の組合員又は、当該組合の区域内に住所を有し、かつ、特定園芸施設を所有

又は管理する農業者であって、その所有し又は管理する特定園芸施設の設置面積(ガラス室にあっては、その設置面積に2を乗じて得

た面積)の合計が1アール以上であるもの。 

 

■共済金のお支払いについての重要事項 

農業共済制度は、行政庁の指導・監督のもと、組合・国の2段階による責任分担を行って危険分散を図るなど、共済金の確実な支

払ができる仕組みを採っておりますが、次のような場合には、共済金等の全額又は一部が支払われないこと又は共済関係を解除する

ことがありますので、ご了解のうえお申し込みいただきますようお願い申し上げます。 

（１）通常すべき栽培管理（高温・低温障害等を発生させないための設備を備えている）、その他損害防止を怠った場合及び損害防 

   止について組合の指示に従わなかった場合。 

（２）加入申し込みの際等に、重大な過失などによって不実の通知をした場合。 

（３）正当な理由がないのに、払込期日までに掛金の払込みが遅れた場合。 

（４）被害発生時に組合への通知を怠り、また重大な過失など不実の通知をした場合。 

（５）組合等の財務状況によっては、共済金等のお支払いする金額が削減されることがあります。 

 

■個人情報の取り扱いについて 

 個人情報については、農業共済事業における引受、損害評価及び損害防止事業のために適正に利用いたします。また、利用目的に

添った事務を円滑に達成するため、居住する地方公共団体、その他関係する団体と共同して利用することがあります。 

ご協力をお願いします 

★次のような場合は、お近くの支所まですぐに連絡をお願いします。 

   ○施設本体やビニール等に被害を受けたとき 

 ○附帯施設に落雷等の被害があったとき（附帯加入の場合） 

     ※附帯施設に被害が発生した時は、全ての附帯施設が正常に作動するか確認してください。 

 ○農作物に被害の兆候が見られたとき（施設内農作物加入の場合） 

 ○施設を増改築または解体したとき 

(注)連絡がない又は遅れたりした場合や被害の状況並びに程度が確認できてい  

   ない場合には共済金が支払われないことがあります。 

何かありましたらNOSAIへ 



病害分割基準

連続年数

３年連続 50% 60% 70%

４年連続 60% 65% 70%

５年以上連続 70% 70% 70%

30% 50% 70%
※３年以上連続して同じ棟で病害が発
生した場合は、右表の適用となりま
す。（連続分割）

下記の作物が引受対象作物です。それぞれの作物において下表の病害が対象病害となります。
病害の場合は、病害ごとに表中右の「分割割合」（30％～70％＝農家責任部分）が適用されますので、その分
共済金が減額されます。（自然災害の場合は分割割合は適用されません。）

ニラ アスパラガス 小ネギ
病害名 分割割合 病害名 分割割合 病害名 分割割合

ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 30% 白絹病 70% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50%
白絹病 50%
葉腐病 50%

キュウリ ナス ピーマン シシトウ
病害名 分割割合 病害名 分割割合 病害名 分割割合 病害名 分割割合

緑斑ﾓｻﾞｲｸ病 30% 青枯病 30% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄﾊﾞﾓ) 30% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄﾊﾞﾓ) 30%
疫病 50% 疫病 50% 疫病 30% 疫病 30%
つる枯病 50% 軟腐病 50% 青枯病 30% 青枯病 30%
つる割病 50% 半身萎凋病 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50%
ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% 軟腐病 50% 軟腐病 50%
白絹病 70% 白絹病 70% 白絹病 70% 白絹病 70%

立枯病 50% 立枯病 50% 立枯病 50%
スイカ メロン トマト・ミニトマト イチゴ

病害名 分割割合 病害名 分割割合 病害名 分割割合 病害名 分割割合
果 えそ斑点病 30% えそ斑点病 30% 青枯病 30% 青枯病 30%

黒点根腐病 30% 黒点根腐病 30% 萎凋病 50% 萎黄病 30%
緑斑ﾓｻﾞｲｸ病 30% 緑斑ﾓｻﾞｲｸ病 30% 疫病 50% 萎凋病 30%
疫病 50% 疫病 50% かいよう病 50% 疫病 50%
つる枯病 50% つる枯病 50% 軟腐病 50% 根腐病 50%

菜 つる割病 50% つる割病 50% 半身萎凋病 50% 白絹病 70%
ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% 軟腐病 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄﾊﾞﾓ) 50% エンドウ
白絹病 70% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% 病害名 分割割合
ショウガ 白絹病 70% 白絹病 70% 根腐病 30%

病害名 分割割合 ミョウガ オクラ 白絹病 70%
類 青枯病 30% 病害名 分割割合 病害名 分割割合

根茎腐敗病 30% 青枯病 30% 黒根病 50%
立枯病 30% 根茎腐敗病 30% 白絹病 70%
腐敗病 30% インゲン・ササゲ
カンショ 病害名 分割割合

病害名 分割割合 根腐病 30%
立枯病 30% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50%
白絹病 70% 白絹病 70%

カーネーション ガーベラ キク スターチス類
病害名 分割割合 病害名 分割割合 病害名 分割割合 病害名 分割割合

萎凋細菌病 30% 疫病 30% 青枯病 30% 萎凋細菌病 30%
萎凋病 50% 根腐病 30% 半身萎凋病 50% 疫病 50%

花 疫病 50% 菌核病 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50%
茎腐病 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% 白絹病 70% ナデシコ
立枯病 50% 白絹病 70% トルコギキョウ 病害名 分割割合
白絹病 70% ユリ 病害名 分割割合 疫病 50%
グラジオラス 病害名 分割割合 立枯病 50% 茎腐病 50%

病害名 分割割合 疫病 50% ﾓｻﾞｲｸ病(ﾄｽﾎﾟ) 50% フリージア
卉 球根腐敗病 70% モザイク病 50% 宿根カスミ草 病害名 分割割合

首腐病 70% 軟腐病 70% 病害名 分割割合 首腐病 70%
ストック チューリップ 萎凋細菌病 30%

病害名 分割割合 病害名 分割割合 疫病 50%
菌核病 50% かいよう病 50% グロリオーサ
軟腐病 50% モザイク病 50% 病害名 分割割合

類 ローダンセ 球根腐敗病 70% モザイク病 50%
病害名 分割割合 ドラセナ 白絹病 70%

疫病 50% 病害名 分割割合 ストレリチア
ブルースター類 疫病 50% 病害名 分割割合

病害名 分割割合 アスター 青枯病 30%
疫病 50% 病害名 分割割合 紋羽病 50%

萎凋病 50%

バラ、ソリダスター
宿根アスター、ヒマワリ

病虫害対象外の花卉類

デルフィニウム

引受対象作物と対象病害

葉
菜
類 病虫害対象外の葉菜類

シュンギク、オカヒジキ

病虫害対象外の果菜類
ハスイモ、オオバ





園芸施設共済 

（施設を補償） 

●自然災害等で農業用ハウスや附帯施設が損壊した場合に補償します。 

●農業用ハウスを所有又は管理する農業者が対象です。 

★セットで加入する場合は、施設内農作物は収入保険での加入となります。 

＋ 

収入保険 
（収入を補償） 

●自然災害や価格低下などで、農産物の販売収入が減少した場合に補償します。

●『青色申告』をしている農業者が対象です。 

★ただし、野菜価格安定制度等類似制度との重複加入はできません。 

こんなときあなたの

収入を補償します。 

 

平成３１年４月以降の制度改正内容（予定含む） 

◎耐用年数の2.5倍(例：APハウスの場合35年)を超えたハウスは、加入者が希望する場合は加入  

 の義務がなくなります（一括加入制からの除外）。【令和元年６月～予定】 

◎園芸施設共済の組合員資格について、施設の設置面積の合計が現在の2アールから1アールにな  

 ります。【平成31年4月～】 

◎小損害不填補基準の選択肢に50万円と100万円が追加され棟ごとに金額が選択できるようにな 

 ります（掛金の割引率が大きくなります）。【令和元年9月～予定】 


